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民公 館だより
平成26年8月1日発行 365号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

草
木
染
め
教
室（
９
月
）の

ご
案
内

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
毎
回

大
好
評
の
草
木
染
め
教
室
を
６

月
に
続
き
９
月
に
も
開
催
し
ま

す
。今
回
の
染
料
は「
ザ
ク
ロ
」で

す
。何
色
に
染
ま
る
か
は
当
日
の

お
楽
し
み
で
す
の
で
、自
然
の
恵

み
に
感
謝
し
な
が
ら
穏
や
か
な

心
で
染
め
ま
し
ょ
う
。た
く
さ
ん

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
期　

日　

９
月
１１
日（
木
）　

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
頃

◇
内　

容　

ス
ト
ー
ル
を
染
め

ま
す
。（
染
料
は
ザ
ク
ロ
の
予
定

で
す
）

◇
場　

所　

下
仁
田
町
公
民
館

２
階
栄
養
学
習
室

◇
対　

象　

成　

人

◇
定　

員　

１２
名（
先
着
順
）

◇
講　

師　

神
戸
則
子
先
生

（
富
岡
市
）

◇
費　

用　

１
、０
０
０
円
〜

１
、５
０
０
円
く
ら
い（
当
日
に
ス

ト
ー
ル
の
種
類
を
選
び
ま
す
）

◇
用
意
す
る
も
の　

新
品
で
な

い
タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン
、汚
れ
て
も

よ
い
服
装

◇
申
込
日　

８
月
１１
日（
月
）午

前
８
時
３０
分
よ
り
受
付
開
始

◇
問
合
せ・
申
込
み　

下
仁
田

町
公
民
館　

☎
８２
―
３
５
３
５

町
民
文
化
講
座
に
お
越
し

く
だ
さ
い

　

毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
講
座

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。今
年

は
人
気
ア
ニ
メ
の
声
優
や
歌
手
、

脚
本
家
な
ど
様
々
な
場
面
で
ご

活
躍
中
の「
佐
久
間
レ
イ
さ
ん
」

を
お
迎
え
し
ま
す
。心
温
ま
る
お

話
を
聞
い
て
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
ま
し
ょ
う
。詳
し
く
は
別
刷
り

の
チ
ラ
シ（
回
覧
版
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
日　

時　

９
月
５
日（
金
）午

後
６
時
３０
分
〜

◇
場　

所　

文
化
ホ
ー
ル

◇
講　

師　

佐
久
間
レ
イ
さ
ん

（
声
優・歌
手・脚
本
家
）

※「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」の
バ
タ
コ
さ

ん
、「
ム
ー
ミ
ン
」の
ミ
イ
、「
魔
女

の
宅
急
便
」の
黒
猫
ジ
ジ
役
な

ど
多
数

◇
演　

題　
「
心
の
ス
ト
レ
ッ

チ
。柔
ら
か
な
心
で
明
日
を
生

き
て
み
ま
せ
ん
か
。」

声
優
・
歌
手
・
脚
本
家
と
し
て
ご

活
躍
中
の
佐
久
間
レ
イ
さ
ん
が
、

ご
自
身
が
担
当
さ
れ
て
い
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
紹
介
や
歌
を
交
え
な

が
ら
、コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
心

温
ま
る
講
演
会
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

◇
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円（
発
売

中
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

下
仁
田

町
公
民
館
、活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

婦
人
会
、P
T
A
連
合
会
、文

化
協
会
各
団
体

◇
問
い
合
わ
せ　

文
化
協
会
事

務
局（
下
仁
田
町
公
民
館
☎
８２

―
３
５
３
５
）

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」関
連
本
が
入
っ
て

い
ま
す

　

世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し
た

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」に
関
連
す
る
本
が
図
書
室

に
入
っ
て
い
ま
す
。学
習
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
」「
群
馬
〜
絹
産
業
近
代

化
遺
産
の
旅
」「
は
ば
た
く
上
州

娘
」ほ
か

課
題
図
書
が
入
っ
て
い
ま

す
　

小
中
学
校
の
夏
休
み
の
課
題

図
書「
ま
よ
な
か
の
た
ん
じ
ょ
う

か
い
」ほ
か
全
１５
冊
の
新
し
い
本

が
入
っ
て
い
ま
す
。早
め
に
読
ん

で
、夏
休
み
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

図
書
館（
室
）相
互
貸
借
に

つ
い
て

　

図
書
室
に
は
相
互
貸
借
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。自
分
の

町
に
い
な
が
ら
、提
携
し
て
い
る

１
３
７
館（
室
）の
市
町
村
や
学

校
の
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。リ
ク
エ
ス
ト
し
て

頂
け
れ
ば
、２
週
間
〜
1
ヶ
月
程

で
お
手
元
に
届
き
ま
す
。大
変

便
利
な
制
度
で
す
の
で
、是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夜
間
休
館
の
お
知
ら
せ

　

８
月
１３
日（
水
）〜
１６
日（
土
）

は
お
盆
期
間
の
た
め
夜
間
の
貸

館
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。ご
了

承
く
だ
さ
い
。

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　

次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、９
月
１２
日（
金
）で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６月の教室のようす
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○
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間

に
つ
い
て
は
、保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、将
来
受
け
る
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
ま
ま

で
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
、そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
は
、１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、当
時
の
保
険
料
に
経
過
し
た
年
数

に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　

将
来
、よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者

等
）や
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険

料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。付
加

保
険
料
を
納
め
る
場
合
に
は
、定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
。付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　

な
お
、国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度

を
利
用
し
て
い
る
方
は
、付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、お
住
ま
い
の
市
役
所・町
村
役
場
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
崎
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課（
☎
０
２
７・３
２
２・７
７
３
１
）

　６月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室にお越しください。
また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします。

書　　名
群馬　絹産業近代化遺産の旅　富岡製糸場・田島弥平旧宅・高山社・荒船風穴

富岡製糸場と絹産業遺産群　ベスト新書
深海生物　奇妙で楽しいいきもの

３日食べなきゃ、７割治る！病院で殺される前に
イシュタルの娘　小野於通伝　第９巻

人生相談。
紅花染め秘帳
フェイバリット・ワン

首折り男のための協奏曲
長女たち
エコラム

まいない節　献残屋佐吉御用帖
紅けむり

だいすき、でも、ひみつ　えほんのもり
へんし～んねずみくん　ねずみくんの絵本３１

伝説のエンドーくん
ゴールデンタイム　さよならテレビくん

ライオンをかくすには
ジャーニー　女の子とまほうのマーカー　講談社の翻訳絵本

きょうはマラカスのひ　クネクネさんのいちにち

著者名
高橋　慎一
今井　幹夫
石垣　幸二
船瀬　俊介
大和　和紀
真梨　幸子
平岩　弓枝
林　真理子
伊坂幸太郎
篠田　節子

リリー・フランキー
山本　一力
山本　一力

二宮由紀子/作　村上康成/絵
なかえよしを/作　上野紀子/絵

まはら三桃
稲葉卓也/原作・絵　長谷川義史/文

ヘレン・スティーヴンス/作　さくまゆみこ/訳
アーロン・ベッカー
樋勝　朋巳

備　　考
世界遺産登録決定！
世界遺産登録決定！

子ども向け
〃
〃
〃

子ども向け（児童文学賞受賞作）
〃

子ども向け（日本絵本賞大賞）

新刊図書が入っています！
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平成２6年度　市町村連携事業「かぶら文化講座」実施要項
①　趣　　旨　住民の学習ニーズに応えるため、４市町村教育委員会が連携し、充実した学習サービス提供を行

うため、富岡・甘楽地域において、かぶら文化講座を開設する。
②　主　　催　富岡市教育委員会・下仁田町教育委員会・南牧村教育委員会・甘楽町教育委員会
③　テ ー マ　「ふるさとを愛し、ふるさとを理解し、新たな地域社会・文化の創造をめざして」
④　期　　日　平成２６年９月１０日（水）～１１月５日（水）全５回講座
⑤　対 象 者　成人
⑥　募集人員　７０名（先着順で受け付け、定員になり次第締め切る。）
⑦　募集期間　平成２６年８月１日（金）～１５日（金）

⑨   受講料　無料
⑩　申込み及び問い合わせ先
　　◇富岡市生涯学習センター　☎６２－１５３１
　　◇下仁田町公民館　　　　　☎８２－３５３５
　　◇南牧村教育委員会　　　　☎８７－２０１１（内線２３）
　　◇甘楽町教育委員会　　　　☎７４－３１３１（内線５２２）
⑪　その他
・１講座だけの参加でも結構です。　
・講座によって、会場が違いますので、お間違いにならないようお願いいたします。
・出席良好（３回以上出席）の方には修了証を授与します。
・受講に際しては交通事故に十分注意しご参加ください。

⑧　日程・学習内容・開催場所

回 講　　　師 開　催　場　所

１

２

３

４

５

日　時

９月１０日（水）
13：30～15：00

９月２４日（水）
13：30～15：00

１０月　８日（水）
13：30～15：30

１０月２２日（水）
13：30～15：00

１１月　５日（水）
13：30～15：15

学　習　内　容
（開講式）

「小幡藩、七日市藩の
藩祖と能について」

「戦國期の民衆動員と
集落の変貌」

「これからの子育て孫育て
～つぶやきをリズムにのせて～」

「下仁田に魅せられて」

「木道馬車と富岡製糸場」
（閉講式）

甘楽町教育委員会
教育長　柴山　豊　先生

南牧郷土研究会　
会長　市川太平　先生

中央大学法学部
教授　広岡守穂　先生

下仁田自然学校
　校長　真野勝友　先生

富岡製糸場　総合研究センター
今井　幹夫 様

甘楽町
甘楽町公民館

南牧村
南牧村活性化
センター

富岡市
生涯学習センター

下仁田町
下仁田町公民館

富岡市
生涯学習センター

※10月8日（水）の富岡市で実施される第3回講座は県男女共同参画センター講演会を兼ねた公開講座となります
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【
短
歌
】

■
め
ず
ら
し
く
桐
の
花
話
す
人
あ
り
て
古
き
桐
タ
ン
ス
を
家
宝
と
言
へ
り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
馬
　　山
）　山
中
　た
ね

■
定
年
の
倅
は
畠
に
農
励
み
新
鮮
野
菜
子
に
も
親
に
も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

（
富
岡
市
）　佐
藤
　政
代

■
流
さ
れ
て
生
き
ゆ
く
日
々
も
人
生
と
眠
れ
ぬ
夜
は
河
鹿
笛
聞
き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     

（
南
野
牧
）　清
水
み
ち
代

【
下
仁
田
町
河
鹿
句
会
広
報
俳
句
八
月
分
】

■
大
昼
寝
客
人
そ
っ
と
置
手
紙
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
月

■
梅
雨
兆
す
気
配
に
夕
べ
の
髪
重
し
　
　
　
　
　
う
め
子

■
真
直
ぐ
に
子
等
も
伸
び
よ
と
松
の
芯
　
　
　
　
け
い
子

■
飛
機
一
機
銀
翼
清
し
初
夏
の
空
　
　
　
　
　
　
け
さ
を

■
退
院
の
友
の
笑
顔
は
柿
若
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
子

■
羅
は
亡
母
の
譲
り
か
古
箪
笥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭

■
雨
に
濡
れ
打
ち
重
な
り
し
竹
落
葉
　
　
　
　
　
　
　
才
　
子

■
旅
を
行
く
友
の
便
り
や
桐
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
羅
…
う
す
く
織
っ
た
織
物
、
紗
、
絽
の
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
作
っ
た
夏
用
の
衣
服

【
俳
句
】

■
雷
鳴
や
怯
え
る
犬
の
声
髙
し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
富
岡
市
）　佐
藤
　政
代

■
古
井
戸
の
暮
色
を
掬
ひ
迎
へ
盆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
小
　　坂
）　佐
藤
　信
香

■
長
梅
雨
や
背
中
に
優
し
い
看
護
の
手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
青
　　倉
）　清
水
　秀
子

■
柿
の
花
ぽ
と
り
落
ち
て
一
弾
み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （
下
仁
田
）　茂
木
　久
里

■
夏
の
花
一
輪
供
え
し
道
祖
神
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
南
野
牧
）　清
水
み
ち
代

■
そ
よ
風
や
露
を
降
ら
せ
て
頬
を
う
つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
下
仁
田
）　鈴
木
　玉
栄

う
す
も
の

せ
が
れ

ぼ
し
ょ
く

す
く

う
す
も
の


